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１．最近の創業・ベンチャー事情

【創業の実態に関する調査】

○調査期間：平成26年10月
○調査方法：郵送・FAX
○調査対象：創業6か月以上5年以下の

企業5,160社
○回答数：588社（回収率11.4%）

件数 ％

588 100%
男性 497 84.5%
女性 91 15.5%
若者(30歳以下) 47 8.0%
31～59歳 469 80.3%
シニア(60歳以上) 68 11.6%

【回答企業（者）の属性】

総計

性
別

世
代
別

【全体】 件数 ％ (n=586)
資金調達 389 66.4%
販路開拓 317 54.1%
人材確保 212 36.2%
創業に対する情熱 183 31.2%
仕入れ先の確保 120 20.5%
家族の理解・協力 117 20.0%
創業後の生活費の確保 112 19.1%
経営ノウハウの習得 91 15.5%
業界の専門知識の習得 89 15.2%
相談相手 68 11.6%
大企業とのコラボレーション 20 3.4%
大企業の支援 8 1.4%
その他 16 2.7%

創業する企業の6割は
サービス業、製造業は
1割に満たない・・・

創業の準備として、最も重要と考えているのは、カネと売り先（販路）！！

【東京商工会議所
初代会頭 渋沢栄一】
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【世代別】 (n=542) 件数 ％ 【性別】

創業者向け融資制度 226 41.7%

創業に関する知識を習得するセミナー 90 16.6%

創業補助金(創業促進補助金) 65 12.0%

創業全般に関する相談窓口 56 10.3%

創業経営者等との交流機会 55 10.1%

ビジネスプランコンテスト 11 2.0%

公的インキュベーション施設 10 1.8%

創業支援ファンド 8 1.5%

その他 15 2.8%

創業支援策を知っていたが利用しなかった 83 15.3%

創業支援策を知らなかったので利用しなかった 164 30.3%
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２．創業・ベンチャー企業が準備段階で利用した支援策

女性の方が、
支援策の活用
に積極的！

約半数は
支援策を利用
していない
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３．「メンター」は、経営を軌道に乗せるための有効な支援策

【世代別】 (n=573) 件数 ％ 【性別】

補助金・助成金 309 53.9%

創業者向け資金の供給拡大 306 53.4%

ビジネスマッチング 175 30.5%

経営に関する相談窓口 146 25.5%

経営に関する知識を習得するセミナー 141 24.6%

創業経営者等との交流機会 120 20.9%

展示会出展支援 92 16.1%

専門家派遣 63 11.0%

メンターの紹介 61 10.6%

ベンチャーキャピタルの紹介 48 8.4%

公的インキュベーション施設 41 7.2%

その他 28 4.9%

特に必要ない 26 4.5%
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サービス業
には人気が
高い
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【分野別】 既存分野(n=981)

新分野(n=836)

４．変革を遂げる中小企業

東京商工会議所「中小ものづくり企業の新製品・新技術開発に
関する調査結果（H25/9）」

「新製品・新技術開発」について、現在、５割超の企業が
取組み、今後、６割が取組む意向がある また、今後、
５割以上が新分野へも取組む意向を示している

従業員規模が大きな企業ほど、主力事業を維持しな
がら新事業に進出し、事業分野を拡大させている
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５．中小企業の経営課題

GDPに占める各国の「輸出依存度（2012年）」は、韓国や
ドイツ、中国と比較すると、日本は13.4％と低い
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備考：輸出依存度 ＝ 輸出 / GDP として計算。2011年

資料： IMF, World Economic Outlook database, World Trade Atlas から作成

出典：総務省統計局「世界の統計2014」

売上拡大を阻害している要因ＮＯ１は、「価格競争の激化」

東京商工会議所「中小企業の経営課題に関する調査結果（H26/1）」


